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⼩売電気事業に関わる３つのポイント

④同時市場、⑤供給⼒確保義務、⑥中⻑期市場



同時市場の意味は、kWhとkWの同
時取引という意味。
市場では通常、kWh価値が取引され
ている。kW価値は容量市場など、
将来価値の「担保」として取引され
ている。

Three-part offer（スリーパートオ
ファー）とは、電⼒市場（特に「同
時市場」）において、発電事業者が
⼊札時に提⽰する3つの主要な費⽤
情報のこと。 
従来の⽇本の市場では「1kWhあた
りの価格」（エネルギー価格）のみ
で⼊札していたが、より効率的で安
定的な電源運⽤を⾏うため、3要素
をセットで登録する⽅式を採⽤。

構成する3つの情報
起動費
発電機を停⽌状態から運転状態にす
るためにかかる費⽤（燃料費や⼈件
費など）。
最低出⼒費⽤
発電機が最低限の出⼒で運転を維持
するために必要な費⽤。
限界費⽤カーブ（ 増分費⽤）
出⼒を1kW増やすごとに追加で必要
となる費⽤の推移。燃料効率などの
変化に基づいた価格カーブとして提
⽰される。

SCUCとSCEDは、電⼒系統の運⽤において「最も安いコストで、かつ安定して（停電さ
せずに）」電気を届けるための最適化計算ロジックのこと。 
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供給能⼒の確保を⼩売電気事
業者の義務であるという考え
⽅が、発電と⼩売を分離する
という考え⽅が理解できてい
ないことの表れ。

最終的な需給調整＝送電線の
周波数管理は送配電の仕事。
それも最後の微調整で、需要
があれば発電側は発電所を作
る。ただ需要予測は必要で、
それも送配電側の仕事だ。

⼩売側に供給⼒確保を求める
と、⾃社供給⼒以上の販売は
チャレンジできなくなり、結
果、発電側能⼒に供給⼒は収
斂される。能⼒を超えて営業
すると、供給⼒不⾜になる。

したがって、⼩売側ではなく
発電側が安⼼して発電所作れ
るような環境の整備（制度）
が、供給⼒確保には必要だ。
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中⻑期取引も、⼩売電気事業者の
供給⼒確保の延⻑線上にある。

新電⼒各社は「誰と」中⻑期契約
を結ぶのか︖発電所の8割を保有
する⼤⼿電⼒会社だ。
しかし、⼤⼿電⼒は発販分離をし
ていないので、発電所の8割を保
有し、⾃社⼩売と⻑期契約を結ん
でいる。
新電⼒各社が、そのシェアに割っ
て⼊ることができるのか︖

結局今あるパイを奪い合うことで
あって、発電所は増えない、発電
所を増やす政策が必要なのだが。
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送配電会社
（送配電網）

元⼤⼿の
発電会社

元⼤⼿の
⼩売会社 需要家

他社発電所 他社⼩売会社

⼤⼿発電部⾨が⼤き
なシェアを持つ

⼤⼿送配電部⾨のみ利
益を上げられる事業

⼤⼿⼩売会社は今も
7割のシェア

需要家の⼤部分は今も
⼤⼿電⼒の規制料⾦
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需要家

電気のシェアを図にしてみるとこうなる



中⻑期市場が⼊っても⼤勢は変わらず

送配電会社
（送配電網）

元⼤⼿の
発電会社 元⼤⼿の

⼩売会社 需要家

他社発電所 他社⼩売会社

⼤⼿発電部⾨が⼤き
なシェアを持つ

⼤⼿送配電部⾨のみ利
益を上げられる事業

⼤⼿⼩売会社は今も
7割のシェア
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需要家

中⻑期市場

他社⼩売に供給⼒確保義務が課されると、中⻑期市場の価格は⾼騰

需要家の⼤部分はやは
り⼤⼿電⼒の規制料⾦



本来の姿を図にしてみるとこうなる

送配電会社
（送配電網）

元⼤⼿の
発電会社

元⼤⼿の
⼩売会社 需要家

⼤⼿から分離
した発電所

他社⼩売会社

⼤⼿発電部⾨の発
電事業は分社独⽴

⼤⼿送配電部⾨のみ利
益を上げられる事業に

⼤⼿⼩売会社は縮⼩
すれば存続できる

需要家は安定した多様
なサービスを享受
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需要家

他社発電所

ここは平等な競争の世界


